
ちびっこフェスタ 
１１月7日(木)10：00～12：00 

会場:黒松市民センター 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 

11月22日(金)10：00～11：30 
会場 
黒松市民センター 第１研修室 
 

対象 
どなたでも・申込み不要・無料 
 

持ち物 
ふろしき、大きめのバンダナ等 

真美沢公園 
秋のさくらコンサート  

仙台フィル木管五重奏演奏会  

１１月３日（日）１０:３０～１２:００頃 
会場：真美沢公園西側エリア（黒松側） 

※雨天時は黒松小学校体育館で 

 

いろどり工房 

このセンターだよりはリサイクルできます。 

令和元年 11 月 1 日発行 

 

 

 

 

【第４回】 

～包んで、結んで、楽しんで②～ 

〒981-8006 

仙台市泉区黒松 1-33-40 

TEL ２３４－５３４６ 

FAX  ２１９－２０３８ 

 

Cafe つ の と 
第２弾 お腹から声を出してリフレッシュ！  

   ゴスペルをうたおう！ 

日時：11 月19 日（火）10：00～12：00 

対象：子育て中のママ 20 人【お子様連れOK！】 

申込：10 月 30 日（水）10：30～電話･窓口へ 

★ゴスペル初心者大歓迎★ 

※お預かりした個人情報は講座の運営以外には使用しません 

今回は、7 月に行った
「ふろしき」の使い方をみ
んなで復習します。前回
参加できなかった方も、
お気軽にどうぞ♪ 

第３弾 きらきらで気分もあがる 

ハーバリウムボールペンをつくろう！ 
日時：12 月13 日（金）10：30～12：00 

対象：子育て中のママ 10 人【お子様連れ OK！】 

材料費：1,000円（※12/6 までに材料費納入） 

申込：11 月 22 日（金）10：30～ 電話･窓口へ 

  黒松市民センター・黒松児童館・八乙女児童館 

南光台児童館・南光台東児童センター・YMCA旭ヶ丘児童館 
主
催 

 

※駐車場はございません。お車での来館はご遠慮下さい※ 

黒松寿大学から公開講座のお知らせ 

いつ：12 月７日（土）10：00～13：00 

だれ：しょうがくせい 20 人【せんちゃくじゅん】 

ひよう：500 円（※11/30までにもってきてね） 

もうしこみ：11/15（金）10：30～ 電話･窓口 

※アレルギーのある方はご相談ください 

えいようしの先生といっしょにみんなでレッツクッキング！ 

ナポリタンのパスタ・ミモザサラダ・お楽しみプリンアラモード 

をつくります！ 

わくわくパーティーメニューで 
  楽しいクリスマス！  



  黒松地区歴史散策 その１１ 古代の泉区を「泉市誌」からを考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度黒松市民センター主催講座「地域の魅力を発信しよう」受講生 加藤 恵子 

 

 

 

9 月 28 日(土)10 時から「2019 年黒松市民センター・黒

松児童館まつり」が秋晴れの空のもと盛会のうちに開催さ

れました。季節外れの暑さの中、前日のテント張りや当日

朝にも準備にご尽力いただきました黒松連合町内会をはじ

め、諸団体、参加者皆様のご支援、ご協力に厚く感謝申し

上げます。 

 今年はステージ発表に昼休憩をとり、みんなで体操のコ

ーナーを設けたり、泉消防署八乙女分署の署員による防災

コーナーを新設したりする新たな試みにも取り組みまし

た。お天気にも恵まれ、昨年を大きく上回る参加をいただ

き、終日、子どもたちのにぎやかな声や地域の方々が炊き

出し訓練のどんぶりを手に輪になって交流する姿が見られ

ました。 

 実行委員の皆様には、全 4 回の実行委員会や設営、後片

付けなど、大変お疲れさまでした。来年も市民センター利

用のサークルと児童館とのコラボでよりパワーアップした

ステージ発表や展示発表を楽しみにしております。よろし

くお願いいたします。 

 11 月のセンター利用ご案内 

休 館 日 ５日（火）、１１日（月）、１８日（月）、２５日（月） 

ホール個人使用日 ２日（土）、１０日（日）、１６日（土）、２４（日）各 13:00～16:30  

泉図書館 黒松分室開館日 1日、8日、12日、15日、19日、22日 

                  市民センター休館日を除く毎週火曜日・金曜日（12:30～16:30） 

ダイナミックなステージ発表 

力作ぞろいの展示発表 

 

5 月のセンターだよりで、洞雲寺石碑から泉区一帯には異人と呼ばれた人々が五

百年近くも住んでいたことを書いた。この異人とは、どんな人たちだったのかを考えたい。 

《宝亀（770～780）年代に蝦夷の酋長呰
あざ

麻呂
ま ろ

が叛き多賀城を襲った。その後蝦夷侵入の道を防ぐため鷲座
わ し ざ

（福岡・鷲倉神社）、楯座
た て ざ

（大沢大倉・小倉神社）楯
たて

石沢
いしざわ

（宮床か？）、大菅谷
おおすげや

（七北田の古称）、柳沢
やぎさわ

（上

谷刈・八木沢大明神）の五道を除けという勅命がくだされた…当時大菅谷は七北田辺りまでを言ったらし

い》（泉市誌第２０章民俗編）とある。鷲倉神社由来沿革には、《宝亀年間には、鷲倉神社下長谷倉川の谷

合いには、昔の古道があり、多賀城を基地とした大和朝廷軍と原住民（蝦夷）との接点であった》 

異人とは、この辺りにずっと古くから住んでいた原住民、蝦夷であっ

たと思われる。《大昔、山の寺洞雲寺から大菅谷と佐賀野夫婦は、根白

石の奥の銅
どう

谷
や

に移り住んだ。たまたま都の旅僧が夫婦を訪れたとき、

大菅谷は、近くで拾った重い石をその僧に差し出した。僧は、それを

都に持ち帰り、小さな鐘を作った。鐘は七日七晩鳴り響いた》（泉市誌

民俗編第１２節）という伝説があり、長年住み慣れた土地を、都人に

追われた蝦夷たちは、その怨念をその重い石に込め都の僧に託した。

その怨念は七日七晩鳴り響き、都人に蝦夷への畏れを抱かせたことで

あろう。                         

八乙女中学校総合伝統文化部 

のよさこいおどり 

大人気のおばけやしき 

炊き出し訓練 

鷲倉神社 

消防署員の防災コーナー 

26日、29 日は蔵書点検のため 

図書館は休館となります。 


